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第 22回 全国計量士大会 発表概要版 

   

発表１ 「 業務の効率化に向けて ～ 計量システムの活用と課題 ～ 」 

                                 発表者   水上 大輔 計量士 

                                     所 属  一般社団法人宮城県計量協会  

 

◆キーワード：「デジタル」、「効率化」、「拡大」、「計量システム」 

 

◆概要 

昨今、ペーパーレス化が叫ばれデジタル化が進む時代に、検査は未だアナログの環

境で実施している状況のなか、現場で書き起こした書類を事務所で登録をすることな

く、現場において完結するようにシステムを構築した。 

データがクラウドにあり、いつでも情報が手元に来る時代にどうマッチング出来る

かを模索し“時間があれば”から“時間を作る”時代にしたい。 

作った時間をどう生かせるか、業務の幅を増やし、いかに効率的に仕事をこなせる

か世間で言うＤＸ化を推進していく、計量システム開発の現状を発表する。 

 

 

発表 2 「 国際規格を活かした“計量管理”の取り組み 」 

                                   発表者   根田 和朗 計量士 

                    所 属  一般社団法人茨城県計量協会 

（有限会社三協インターナショナル 生産部 部長） 

 

◆キーワード：「OIML」、「不確かさ」、「トレーサビリティ」、「ISO/IEC 17025」 

             「人材育成」 

 

◆概要 

 計量士が担う主たる業務は、言うまでもなく『計量管理』であり法第 109条で明

確に規定されているが、2017年 6月の施行令改正により自動はかりが法規制の対

象に追加され、高度な専門知識及び技術力が非常に重要となっている。 

「管理」にフォーカスすると、適正な計量管理の実現を主目的とする適正管理事

業所制度と計測管理の確立を主目的とした ISO/JIS Q 10012とで差異はあるが、

計量管理の信頼性向上の観点から有効な規格と考えられる。 

 このような背景から計量業務を効率的に実施するためには、国際規格との調和と

ともに国内事情を考慮した計量システムを構築すべきであると考える。 

 

 



発表 3  「 指定検定機関と計量士の役割 」 

                      発表者   山本 浩之 計量士   

                            所 属  東京計量士会 

（全国自動はかり検定協会 代表取締役）  

 

◆キーワード：「指定検定機関状況」、「自動捕捉式はかり市場台数」、「計量士との 

連携」、「現場での検定の進め方」 

 

◆概要 

  指定検定機関 指定状況を説明し、全国での自動捕捉式はかりの市場台数を提

示、その中でひょう量が 5kg 以下になったことへの影響を説明する。                                                                

現状の指定検定機関だけでは、市場台数に対応出来ない状況があることへの懸念

から、全国各地区計量士・計量協会との連携を含め、制度が混乱なきよう的確な運

用と認められるには関係者相互の協力が欠かせないことを提案したい。                                                                     

現場での検定の進め方について、様々な取り組みに関して、これまでの経験も踏

まえて説明する。今後も皆様のご意見を頂きながら改善に努め、本制度がしっかり

と周知され、そして根付くように、進めて行きたい。 

以上 

 


